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臨
時
国
会
開
会
（
９
月

１０
日
開
会
） 

 

 

七
月
の
参
議
院
選
挙
の
結
果

参
議
院
で
与
野
党
逆
転
し
て
の

臨
時
国
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
国
会
の
焦
点
の
主
な
も
の
を

挙
げ
る
と
、
第
一
に
、
消
費
税

を
引
き
上
げ
ず
に
財
源
一
五
・

三
兆
円
を
捻
出
で
き
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
こ
れ
は

民
主
党
の
参
議
院
選
挙
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
（
政
権
公
約
）
に
掲
げ
た

も
の
で
す
（
表
１
）
。
そ
の
た
め

に
、
「
税
金
無
駄
遣
い
一
掃
国

会
」
と
銘
打
ち
、
党
内
に
も
対

策
本
部
（
本
部
長
菅
直
人
代
表

代
行
、
事
務
局
長
長
妻
昭
衆
議

院
議
員
）
を
設
け
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
与
党
自
民
党
の
反

対
で
使
え
な
か
っ
た
国
政
調
査

権
を
駆
使
し
て
税
金
の
無
駄
遣

い
や
、
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た

遠
藤
前
農
水
大
臣
が
代
表
を

務
め
る
農
業
共
済
組
合
の
補

助
金
不
正
受
給
な
ど
も
氷
山

の
一
角
と
考
え
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。 

第
二
は
、
テ
ロ
対
策
特
別
措

置
法
の
延
長
問
題
で
す
。
す
で

に
党
小
沢
代
表
が
延
長
反
対

を
表
明
し
て
い
ま
す
。
党
内
で

は
、
鉢
呂
衆
議
院
議
員
が
次
の

内
閣
の
外
務
大
臣
を
担
い
、
私

は
次
の
内
閣
外
務
副
（
大
臣
）

担
当
と
な
り
ま
す
。
米
朝
交
渉

が
進
む
対
北
朝
鮮
、
航
空
自
衛

隊
が
輸
送
活
動
を
担
う
イ
ラ
ク

も
含
め
て
日
本
の
安
全
保
障
政

策
に
お
け
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

と
い
う
視
点
で
臨
み
た
い
と
考

え
ま
す
。 

 

国
民
本
位
の
政
治 

各
省
官
房
長
宛
要
請
文
「
党

部
門
会
議
で
の
説
明
は
各
省
を

代
表
し
て
発
言
で
き
る
人
の
出

席
を
求
め
る
」に
応
え
、
こ
れ
ま

で
課
長
以
下
の
出
席
で
あ
っ
た

の
が
審
議
官
以
上
の
出
席
に
変

わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
国
民

の
代
表
で
あ
る
国
会
に
対
し
て
、
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（表１） 

ムダを省くことで得られる財源

① 補助金の一括交付化等
　　によるムダの排除

② 談合・天下りの根絶による
　　行政経費の節減

④ 国家公務員総人件費の
　　節減

⑤ 所得税等税制の見直し

③ 特殊法人・独立行政法人・
　　特別会計等の原則禁止

6.4兆円

1.1兆円

1.3兆円

3.8兆円

2.7兆円

民主党の主要政策に必要な経費

① 年金基礎部分への消費税
　　全額投入（消費税5％の税収13.3

　　　兆円―現在の年金への税金充当額7兆円

② 子ども手当創設

④農業の戸別所得補償

⑤ 高速道路の無料化

③ 公立高校の無償化と奨学
　　金制度の拡充

6.3兆円

1.0兆円

4.8兆円
0.3兆円

1.5兆円
⑥ 最低賃金引き上げのため
　　の・中小企業対策等 1.4兆円



 

 

衆 議 院 議 員 

た け ま さ公 一 
Koichi Takemasa ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 
 

▼昭和 36 年(1961 年)生まれ。 

▼さいたま市立木崎小、木崎中、県立浦和高校、 

慶応義塾大学法学部政治学科卒業。平成元年 

松下政経塾卒塾。 

▼平成 7年埼玉県議会議員初当選。平成 11年 

4 月、埼玉県議会議員 2期目当選。 

▼平成 12年「国政・新時代！」を掲げ、衆議院 

議員選挙に初当選。平成 15年、17 年連続 3期 

当選（小選挙区）。  

▼現在、外務委員会理事・予算委員会委員。 

党『次の内閣』外務副(大臣)担当・党埼玉県連幹事長。 

行
政
が
説
明
責
任
を
果
た
す

一
歩
前
進
と
言
え
ま
す
。
有
権

者
の
皆
さ
ん
の
投
票
で
政
治
が

「
国
民
本
位
」
の
も
の
に
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

消
え
た
年
金
記
録 

七
月
二
六
日
、
総
務
省
に
設

け
ら
れ
た
年
金
業
務
・
社
会
保

険
庁
監
視
委
員
会
（
座
長 

葛

西
Ｊ
Ｒ
東
海
会
長
）
は
「
消
え
た

年
金
記
録
五
千
万
件
の
精
査

が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
」
を
総
務

大
臣
に
意
見
具
申
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
受
け
て
、
総
務
大
臣
は

厚
生
労
働
大
臣
に
勧
告
を
出
し

ま
し
た
。 

八
月
二
九
日
の
党
総
務
厚

生
労
働
部
門
会
議
で
も
「
新
し

い
年
金
記
録
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

が
い
く
ら
か
か
る
の
か
」
「
そ
の

お
金
は
年
金
保
険
料
の
流
用

を
し
な
い
で
捻
出
で
き
る
の

か
」
「
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
所
有
権
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
に

あ
っ
た
も
の
を
国
に
移
せ
る
の

か
」
な
ど
に
は
明
確
な
答
え
が

社
会
保
険
庁
か
ら
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

九
月
三
日
に
は
、
納
付
記
録

が
な
く
、
被
保
険
者
の
領
収
書

等
に
基
づ
い
て
納
付
を
認
め
た

件
数
が
、
昨
年
分
五
五
件
に
加

え
一
八
〇
件
で
あ
る
こ
と
が
判

明
。 

 

テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法 

 
六
年
前
の
九
月
十
一
日
米
本

土
へ
の
テ
ロ
攻
撃
を
受
け
、
テ
ロ

対
策
特
別
措
置
法
は
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
当
初
、
民
主
党
は

国
会
の
「事
前
承
認
」
を
条
件
に

賛
成
に
回
る
は
ず
で
し
た
が
、

与
党
内
で
反
対
が
出
た
た
め
、

与
野
党
合
意
が
ま
と
ま
ら
ず

反
対
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
二
年
、
二
年
、
一
年
、

一
年
と
延
長
を
繰
り
返
し
、
今

年
の
十
一
月
一
日
に
失
効
期
限

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
は
新
政
府
が
樹
立
、

新
大
統
領
選
出
、
新
憲
法
制
定

と
進
ん
で
き
ま
し
た
。
海
上
阻

止
活
動
（
Ｏ
Ｅ
Ｆ
―
Ｍ
Ｉ
Ｏ
）
，
国

際
治
安
支
援
部
隊
（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
，

地
方
復
興
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｒ
Ｔ
）
が

各
国
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
中
、

特
に
日
本
は
海
上
自
衛
隊
に
よ

る
船
舶
用
燃
料
の
補
給
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
回
数
・

数
量
・
金
額
は
七
六
九
回
、
約

四
八
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
、
約
二
一

九
億
円
。
う
ち
米
国
が
、
三
五

〇
回
、
約
三
八
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
、

約
一
六
二
億
円
を
占
め
ま
す

の
で
、
「
イ
ラ
ク
の
自
由
作
戦
」

の
艦
船
に
給
油
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
今

も
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
政
府
が
詳
細
な
説
明
を

拒
ん
で
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
国
内
の
治
安
状
況
が
改

善
し
な
い
ど
こ
ろ
か
悪
化
し
て

い
る
中
、
イ
ラ
ク
開
戦
で
米
国

の
関
心
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か

ら
移
る
肩
代
わ
り
を
し
て
い
る

の
が
北
大
西
洋
条
約
機
構
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
で
す
。
そ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
訪
問

時
に
安
倍
前
総
理
は
自
衛
隊
の

派
遣
検
討
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

現
行
法
で
は
自
衛
隊
の
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
陸
上
部
で
Ｐ
Ｒ
Ｔ
の
兵

員
輸
送
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

内
閣
官
房
の
法
案
担
当
者
も

民
主
党
の
部
門
会
議
で
述
べ
て

い
ま
す
。
こ
の
部
分
の
法
的
な

歯
止
め
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

 


